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 各部分の高さ－03 

各斜線 3（高低差による緩和 1） 

（関係条文） 

法 56 条・法 58 条 

□北側斜線及び道路斜線における諸例 No.2 

1) 北側隣地が道路を挟んで高くなっている場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 北側の道路が高くなっている場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注） Ｈは、隣地の擁壁にも高低差がある場合、最も低い擁壁の高さとなる。 

 〃 申請地より測量できる最低の高さ。 

 〃 申請地の建物の平均ＧＬからの擁壁の天端の高さ。 

上記によらず、「建築物の各部分の高さ-10」による算定によることもできる 
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